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倉
敷
教
育
相
会
合
に
寄
波
凶

　
－
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
Ｌ
プ
が

活
動
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る

　
っ
オ
ー
プ
ン
相
互
扶
助
」
と

は
、
ど
ん
な
考
え
方
か
。

　
民
族
や
宗
教
、
文
化
を
超

え
て
「
困
っ
た
時
は
お
互
い

さ
ま
」
の
精
神
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
だ
。
尊
敬
と
信
頼
を

育
み
、
多
様
性
を
認
め
合
う

こ
と
が
世
界
平
和
へ
の
第
一

歩
。
占
シ
ア
や
中
国
も
大
地

震
の
際
は
こ
の
理
念
を
理
解

し
、
私
た
ち
の
支
援
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
づ
究
極
の
平

和
教
育
と
い
え
る
。

　
ｉ
「
教
育
に
お
け
る
イ
ノ

-トー一=｀-－

１　　　_に

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
倉
敷
教
育

相
会
合
に
期
待
す
る
こ
と

は
。

　
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
は
モ

チ
ペ
ー
シ
ョ
ン
（
動
機
付
け
）
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が
不
可
欠
。
教
育
は
ハ
ウ
（
方

法
論
）
を
教
え
る
前
に
、
ホ

ワ
イ
ニ
理
由
）
を
追
求
す
べ

き
だ
。
世
界
平
和
を
目
的
と

す
れ
ば
、
あ
る
べ
き
慾
目
の

姿
は
お
の
ず
と
見
え
て
く
る

は
ず
。
相
互
扶
助
の
考
え
を

若
い
人
に
根
付
か
せ
て
も
ら

Ｉ
Ｉ
Ｉ

｜

い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
な
ど
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
　
ー
県
内
で
も
大
学
と
連
携

参
加
閣
僚
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ム
は
そ
の
一
環
。
健
康
的
な
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
地
域
社

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
生
活
を
阻
む
貧
困
と
無
知
を
会
や
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

が
重
要
だ
。
　
　
　
　
　
　
解
消
す
る
の
は
教
育
し
か
な
る
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育

　
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
被
災
・
紛
い
。
妊
産
婦
の
死
亡
率
が
高
に
関
わ
る
。

争
地
で
緊
急
医
療
活
動
を
展
い
中
米
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
健
　
地
方
に
本
部
を
置
く
Ｎ
Ｇ

閣
す
る
一
方
、
教
育
や
保
健
。
診
普
及
を
図
っ
た
り
、
ネ
パ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
は
初

福
祉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
ー
ル
で
農
業
技
術
の
研
修
を
ヽ
め
て
２
ｏ
ｏ
６
年
に
国
連
の

入
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
行
っ
た
り
と
、
約
6
5
力
国
で
谷
総
合
協
議
資
格
」
を
取
得

　
緊
急
支
援
を
終
え
た
後
は
１
６
０
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
七
、
強
い
権
限
を
持
っ
て
国

復
興
に
携
わ
る
。
発
展
途
上
を
手
掛
け
て
き
た
。
　
　
’
連
関
係
機
関
に
政
策
提
言
で

相
互
扶
助
若
者
に
定
着
を

き
る
立
場
に
あ
る
。
実
践
と

し
て
、
次
代
を
担
う
若
者
に

対
し
、
生
き
る
力
を
養
う
教

育
の
場
を
提
供
す
る
責
務
が

あ
る
。
1
1
年
に
は
「
お
か
や

ま
国
際
塾
」
を
発
足
さ
せ
、

モ
ン
ゴ
ル
や
ベ
ト
ナ
ム
で
の

研
修
を
通
じ
、
５
年
間
で
計

2
0
人
の
大
学
生
に
国
際
貢
献

活
動
へ
の
理
解
と
実
践
力
を

身
に
付
け
て
も
ら
っ
た
。

‐
ｉ
‐

―
支
援
に
入
っ
た
被
災
地
に

県
内
の
大
学
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
の

も
、
教
育
の
一
環
か
タ

　
岡
山
経
済
同
友
会
の
主
催
で

1
1
年
か
ら
毎
年
、
東
日
本
大
震

災
に
遣
っ
た
岩
手
県
や
宮
城
県

へ
学
生
ら
を
派
遣
し
、
熊
本
地

震
で
も
運
営
す
る
避
難
所
で
清

掃
な
ど
に
当
た
っ
て
も
ら
っ

た
。
数
日
間
の
活
動
だ
が
、
学

生
は
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
。

知
識
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

得
ら
れ
て
も
、
社
会
で
生
き
る

知
恵
は
現
場
に
し
か
な
い
。
経

験
は
今
後
の
災
害
で
も
生
き
る

は
ず
だ
０
．
　
　
　
・
　
　
か

　
　
　
」
◇

　
主
要
国
首
脳
会
議
（
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）
に
関
連
し
て
倉

敷
市
で
開
か
れ
る
先
進
７
力
国

　
（
Ｇ
７
）
の
教
育
相
会
合
は
、

４
ヘ
ー

1
5
日
に
迫
っ
た
。
ど
ん
な

成
果
が
期
待
さ
れ
、
今
後
に
ど

う
生
か
す
か
。
県
内
外
の
５
人

に
聞
い
た
。
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